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同
じ
戸
建
て
分
野
と
は
い
え
、
注
文
住
宅
営
業
と
建
売
住
宅
営
業
の
大
き
な
違
い

に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
範
囲
の
大
小
が
あ
る
。
一
般
的
な
建
売
住
宅
の
営
業
で
は
、
価
格

や
場
所
、
内
外
観
の
テ
イ
ス
ト
、
間
取
り
な
ど
の
P
R内
容
に
、
あ
る
程
度
納
得
し

た
層
が
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
の
要
望
を
ぜ
ロ
か
ら

聞
く
必
要
は
な
い
。
し
か
し
注
文
住
宅
営
業
で
は
、
建
売
で
は
既
に
朗
ら
か
と
な
っ

て
い
る
ニ
ー
ズ
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
把
握
し
な
け
れ
ば
、
自
社
ア
ピ
ー
ル
の
段
階
に
進

め
な
い
。
し
か
も
的
確
な
答
え
を
引
き
出
す
に
は
ス
キ
ル
と
経
験
が
求
め
ら
れ
る
。

同
業
他
社
か
ら
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
l
の
要
望
を
効
率
的
か
つ
的
確

に
把
握
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
嬉
し
い
か
ー
ー
。
注
文
住
宅
の
営
業
マ
ン
な
ら
誰
し
も

持
つ
で
あ
ろ
う
こ
の
願
い
が
、
ウ
ェ
プ
の
活
用
に
よ
り
一
部
が
満
た
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
注
文
住
宅
営
業
の
ウ
ェ
プ
支
援
シ
ス
テ
ム
を
販
売
す
る

「追
客
力
」
（
東

京
都
新
宿
区
、
曽
根
田
太
郎
代
表
）
を
取
材
し
た
。
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注
文
住
宅
の
営
業
で
は
、

数
あ
る
競
合
の
中
か
ら
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
l
に
い
ち
早
く
自

社
に
絞
り
込
ん
で
も
ら
う
た

め
、
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
が
本

気
か
冷
や
か
し
か
を
見
極
め

る
た
め
に
、
理
想
と
す
る
暮

ら
し
方
や
住
宅
の
テ
イ
ス

ト
、
建
築
希
望
エ
リ
ア
、
家

族
構
成
な
ど
、
担
当
者
が
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ジ
ャ
ン
ル
は
建
売
営

業
よ
り
幅
広
い
。

さ
ら
に
難
し
い
の
は
、
社

内
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ル
や
聞

き
出
す
フ
レ
ー
ズ
を
固
め
て

相
手
に
投
げ
か
け
光
か
ら
と

い
っ
て
、
必
ず
し
も
先
方
が

真
意
を
語
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
！
自
身
の
考
え
が

ま
と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

り
、
対
応
す
る
担
当
者
と
の

相
性
次
第
で
本
心
と
異
な
る

内
容
が
話
さ
れ
て
も
、
営
業

側
が
真
偽
を
確
認
す
る
こ
と

は
困
難
だ
。

そ
の
点
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
閲
覧
履
歴
は
正
直
だ
。

人
は
通
常
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ

ご
と
を
す
る
際
、
自
分
の
興

味
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
選
び
、
興
昧
を

満
た
せ
ば
時
間
を
か
け
て
閥

、覧
、
満
た
さ
な
け
れ
ば
す
ぐ

時間を追跡過去の閲覧内容、

コ．

幽

Eヨ
SU Mシステム「ビジュアル機能」の例
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岨
お

商

m
mm

玉
四
一
回
閣

見

即

時

m

h
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F
京
阪
岡

a・
司
東
大
福

に
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
移
動

す
る
な
ど
、
そ
こ
に
は
棄
の

心
を
さ
ら
け
出
し
て
の
行
動

の
足
跡
が
残
っ
て
い
る
。
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2 
面

7
月
受
注
速
報
、
バ
ラ
ツ

キ
も
回
復
基
調
変
わ
ら
ず

中
央
住
宅

「
蔵
の
あ
る
P

J
」
の
内
蔵
補
修
が
完
了

L
I
X
I
L、
日
年
度
上

回日図刷

3 
面

4 
面

C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
中
症
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
通
知
」
’

と
い
う
と
、
社
会
貢
献
や
環
境
保
だ
。
社
員
の
健
康
・
安
全
も
C
S

全
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
に
立

R
に
関
わ
る
社
会
性
の
問
題
と
し

つ
。
だ
が
、

「C
S
Rは
経
営
そ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
夏
の
暑
い

の
も
の
」
と
、
今
年
4
月
に
初
代

時
期
、
施
工
現
場
な
ど
で
は
熱
中

C
S
R推
進
室
長
に
抜
擢
さ
れ
た

飯
塚
さ
ん
は
断
言
す
る
。
た
と
え

ば、

c
02
削
減
を
一
っ
と
っ
て

み
て
も
、
燃
費
の
高
い
営
業
車
の

使
用
や
残
業
を
減
ら
し
エ
ア
コ
ン

の
使
用
時
聞
を
減
ら
す
こ
と
は
、

コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
飯
塚
さ
ん
は
知
恵

を
絞
る
。
そ
の
一
つ
の
例
が

「熱

5 
面

6 
面

期
業
績
を
上
方
修
正

高
齢
住
宅
の
既
存
活
用
に

は
法
規
制
緩
和
を

新
設
住
宅
着
工
都
道
府
県

別
（
日
年
度
第
1
四
半
期
）

幅広く外部の人達とも交流するのが本人も気がつかない趣味

なのでは、と周囲の評も

症
対
策
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、

熱
中
症
対
策
に
意
識
を
向
け
て
も

ら
う
た
め
に
、

C
S
R
推
進
室
の

メ
ン
バ
ー
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

．
き
こ
り
ん
の
塩
ア
メ
を
作
り
、

配
付
し
た
と
こ
ろ
、
社
内
で
大
変

話
題
に
な
っ
た
。
「
創
意
工
夫
の

中
で
、

人
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
」
と
の
配
慮
が
奏
効
し
た
。

と
は
い
え
、
飯
塚
さ
ん
は

「C

S
Rは
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
」

と
い
う
。
そ
れ
は
、
近
江
商
人
の

精
神

」ニ
方
よ
し
μ

（売
り
手
よ

し
・
買
い
手
よ
し
・
世
間
よ
し
）

と
い
う
日
本
に
元
々
あ
る
考
え
方

に
通
じ
る
。
遊
び
心
も
大
事
だ
が

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
や
る
こ
と
が
基
本
」
だ。

（好）

本
紙
加
日
（
木
）
付
け
は

休
刊
と
な
り
ま
す
。
次
号

（第
1
7
7
3号
）
は
幻
日

（木）
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。【
編
集
部
】
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お
知
ら
せ

猛
暑
ぷ

く
中
、
中

痛
ま
し
い

故
の
ニ
一

ス
が
浦

た
。
璽一

板
橋
区
点

家
で
、
国

す
る
別
歳
代
i
叩
種

姉
妹
3
人
が
死
亡
し
｝

た
の
が
見
つ
か
っ
た
h

う
も
の
。
3
人
と
も
、

前
「エ
ア
コ
ン
が
嫌
い

と
話
し
て
い
た
そ
う
一

エ
ア
コ
ン
の
ス
イ
ツ
」

O
F
Fだ
っ
た
とい守

V
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
山

今
や
ト
レ
ン
ド
と
な
一

い
る
ι

戸
建
住
宅
業
一

も
、
で
き
る
限
り
冷
日

に
頼
ら
な
い
暮
ら
し
十

提
案
が
広
が
っ
て
い
ザ

ツ
ル
性
の
植
物
に
よ
ザ

リ
l
ン
カ
ー
テ
ン
も
甲

ひ
と
つ
。
さ
ら
に
は
、

熱
材
を
厚
く
す
る
断
一

修
も
効
果
は
高
い
。

V
そ
れ
で
も
、
担

超
え
る
よ
う
な
文
字
一

殺
人
的
な
猛
暑
の
占

は、

エ
ア
コ
ン
は
使－

き
だ
ろ
う
。
自
分
の
－

は
自
分
が
守
ら
な
け
」

な
ら
な
い
。
加
齢
で
－

能
力
や
感
覚
は
衰
え
一

く
。
亡
く
な
ら
れ
た
・

に
は
お
気
の
毒
で
は
一

が
、
体
力
を
過
信
さ

の
だ
ろ
う
か
。

V
か
つ
て
冷
房
病
－

う
言
葉
が
広
く
使
わ

、，
こ
。
ド
」こ、

Edヨ
ι

追
客
力
の
曽
根
田
代
表
は

「
騨
社
が
提
供
す
る
ウ
ェ
プ

上
の
注
文
住
宅
営
業
支
援
シ

ス
テ
ム

『商
談
数
ア
ッ
プ
メ

ー
ル
（
S
U
M
）
シ
ス
テ
ム
』

は
、
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
媒
体

1
4
4
1億
円
（
1
万
1
5

特
有
の
機
能
を
生
か
し
た
シ

7
4戸
）
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で

ス
テ
ム
。
そ
の
人
が
ク
リ
ッ

ロ・

7
%増
の
2
7
8億
円

ク
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
と
そ
の

（6
7
9戸
）
、

商
業
施
設

閲
覧
時
間
の
長
短
は

、

ま

さ

で

叩

・
5
%増
の
9
3
3憶

に

当

人

の

興

味

の

対

象

と

程

円

、

事

業

施

設

で

お

・

6
%増

度
を
示
し
て
い
る
。
ウ

ェ

プ

の

1
1
2
7億
円
だ
っ
た
。

空

間

で

そ

の

足

跡

を

つ

か

み

住

宅

の

内

訳

は

、

戸

建

住

注
文
住
宅
営
業
に
寄
与
さ
せ

一宅
が
4
・
2
%増
の
6
3
1

た
い
と
考
え
開
発
し
た
」

と

一

億

円

（

1
9
0
8戸
）
、

分

話
す
。

一

譲

住

宅

が

M
・
3
%増
の
1

S
U
Mシ
ス
テ
ム
は

、

自

一

4
8億
円
（
6
0
9
戸
）、

社
の
ホ
！
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

一
土
地
が
1
・
2
%減
の
1
8

セ
ス
し
て
き
た
ユ
ー
ザ
ー
に

一5
億
円
だ
っ
た
。

マ
ー
ク
を
付
け
、

問

い

合

わ

一

日

年

度

上

期

業

績

せ
と
同
時
に
、
過
去
に
閲
覧
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
と
、
ユ
ー
ザ
ー
と
話
す
前
か
な
が
ら
な
い
場
合
で
も
、
閲
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ホ
l
ム
ペ一

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
、
さ
ら
に
員
料
請
求
し
た
後
に
、
再
ら
、
当
該
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の
覧
情
報
を
参
考
に
興
味
が
高

1
ジ
に
盛
り
込
ん
で
き
一
予
想
を
上
方
修
正

そ
れ
ぞ
れ
の
閲
覧
時
間
を
営
度
当
該
企
業
の
ホ
1
ム
ペ
l
よ
う
な
－
丁
ズ
を
持
っ
て
い
い
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報
を
メ
l
ぽ
、
よ
り
－
丁
ズ
把
握
の
精
一

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ

業
が
把
握
で
き
る
も
の
で
、
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
際
の
情
る
か
事
前
に
把
握
し
て
い
る
ル
で
送
り
、
来
店
の
気
持
ち
度
が
上
が
り
、
さ
ら
に
来
店
一
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
は
、

2

2
0
1
4年
秋
に
べ
1
ス
機
報
が
わ
か
る

「再
訪
機
能
」
こ
と
に
な
る
。
特
定
エ
リ
ア
を
刺
激
す
る
こ
と
が
で
き
率
・
成
約
率
が
高
ま
る
は
ず」一

0
1
5年
度
上
期
（
4

9

能
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

と

、

輿
昧
対
象
分
野
の
優
先
の
土
地
情
報
を
何
度
も
閲
覧
る
。
実
際
に
S
U
M
シ
ス
テ
（
曽
根
田
代
表
）
。
一
月
期
）
の
業
績
を
上
方
修
正

今
春
に
は
閲
覧
コ
ン
テ
ン
順
位
を
グ
ラ
フ
化
し
た
「
解
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
、
そ
ム
を
利
用
し
て
い
る
会
社
で
現
在
は
ユ
ー
ザ
ー
ニ
l
ズ
一
し
た
。
4
日
に
公
表
し
た
旭

ツ
と
閲
覧
時
間
を
一
覧
で
き
析
機
能
」
を
加
え
、
サ
l
ピ

の
エ
リ
ア
で
の
建
築
を
望
ん
は
、
来
店
率
・
成
約
率
が
2

の
把
握
を
、
マ
ン
パ
ワ
l
の
一化
成
の
日
年
度
四
半
期
決
算

る

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
機
能
」
、
ス
を
充
実
さ
せ
た
。

で

い

る

土

地
な
し
客
、
オ
プ
倍
に
な
っ
た
ケ
l
ス
も
あ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
力
に
大
き
く
依
一
で
朗
ら
か
に
な
っ
た
。
売
上

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は

一
連
の
機
能
を
活
用
す
る

シ
ョ
ン
仕
様
と
し
て
掲
載
し

と

い

う

。

存

し
て
い
る
注
文
住
宅
営
一
高
は
期
初
予
想
を
却
億
円
上

て

い

る

太

陽

光

発

電

コ

ン

テ

業

。
ウ
ェ
プ
を
活
用
し
た
営
一方
修
正
し
た
2
5
6
0億
円

I
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l

－－
l
ズ

把

握

の

精

度

向

上

一

・・・

l

E

E

E

・E・－
－

－

・

ン

ツ

へ

の

ア

ク

セ

ス

頻

度

と

業

支
援
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
一（
前
年
同
期
比
増
減
な
し
て

z
－ι－
U
こ
E
M
E
E
、

時
聞
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
は
「
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
機
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
の
あ
り
一
営
業
利
益
が
2
2
0
億
円

4
圃

司

司

色

司

唱

－

．

‘

同

岨

川

直

晴

晴

明

仰

売

電

収

入

を
得
た
り
丁
ズ

能
の
活
用
を
前
提
に
、
注
文
方
は
変
化
し
て
い
く
可
能
性
一
（
日
・

5
%減）

と
叩
億
円

圃
園
田
園
田

4
E
Eト

B
E
－－
E

’－・’
E
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